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令和３年第３回鬼北町議会定例会 

                         令和３年９月１７日（金曜日） 

 

○議事日程 

 令和３年９月１７日午前９時開議 

 日 程 第 １ 会議録署名議員の指名 

 日 程 第 ２ 諸般の報告 

 日 程 第 ３ 議案第６９号 令和２年度鬼北町一般会計決算の認定について 

 日 程 第 ４ 議案第７０号 令和２年度鬼北町用品調達特別会計決算の認定について 

 日 程 第 ５ 議案第７１号 令和２年度鬼北町住宅新築資金等貸付事業特別会計決算 

              の認定について 

 日 程 第 ６ 議案第７２号 令和２年度鬼北町国民健康保険特別会計決算の認定につ 

              いて 

 日 程 第 ７ 議案第７３号 令和２年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計決算の認 

              定について 

 日 程 第 ８ 議案第７４号 令和２年度鬼北町農業集落排水事業特別会計決算の認定 

              について 

 日 程 第 ９ 議案第７５号 令和２年度鬼北町浄化槽市町村整備推進事業特別会計決 

              算の認定について 

 日程第１０ 議案第７６号 令和２年度鬼北町介護保険特別会計決算の認定について 

 日程第１１ 議案第７７号 令和２年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計決算の認 

              定について 

 日程第１２ 議案第７８号 令和２年度鬼北町水道事業会計決算の認定について 

 日程第１３ 議案第７９号 令和２年度鬼北町病院事業会計決算の認定について 

 日程第１４ 議案第８０号 令和３年度鬼北町一般会計補正予算（第４号）について 

 日程第１５ 議案第８１号 令和３年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第１ 

              号）について 

 日程第１６ 議案第８２号 令和３年度鬼北町病院事業会計補正予算（第２号）につ 

              いて 

 日程第１７ 同 意 第 ５ 号 鬼北町農業委員会委員の任命について 

 

○本日の会議に付した事件 
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 日 程 第 ３ 議案第６９号 令和２年度鬼北町一般会計決算の認定について 

 日 程 第 ４ 議案第７０号 令和２年度鬼北町用品調達特別会計決算の認定について 

 日 程 第 ５ 議案第７１号 令和２年度鬼北町住宅新築資金等貸付事業特別会計決算 

              の認定について 

 日 程 第 ６ 議案第７２号 令和２年度鬼北町国民健康保険特別会計決算の認定につ 

              いて 

 日 程 第 ７ 議案第７３号 令和２年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計決算の認 

              定について 

 日 程 第 ８ 議案第７４号 令和２年度鬼北町農業集落排水事業特別会計決算の認定 

              について 

 日 程 第 ９ 議案第７５号 令和２年度鬼北町浄化槽市町村整備推進事業特別会計決 

              算の認定について 

 日程第１０ 議案第７６号 令和２年度鬼北町介護保険特別会計決算の認定について 

 日程第１１ 議案第７７号 令和２年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計決算の認 

              定について 

 日程第１２ 議案第７８号 令和２年度鬼北町水道事業会計決算の認定について 

 日程第１３ 議案第７９号 令和２年度鬼北町病院事業会計決算の認定について 

 日程第１４ 議案第８０号 令和３年度鬼北町一般会計補正予算（第４号）について 

 日程第１５ 議案第８１号 令和３年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第１ 

              号）について 

 日程第１６ 議案第８２号 令和３年度鬼北町病院事業会計補正予算（第２号）につ 

              いて 

 日程第１７ 同 意 第 ５ 号 鬼北町農業委員会委員の任命について 

 

○出席議員（１２名） 

    １番 坂 本 一 仁      ２番 兵 頭   稔 

    ３番 髙 橋 聖 子      ４番 中 山 定 則 

    ５番 末 廣   啓      ６番 山 本 博 士 

    ７番 松 下 純 次      ８番 福 原 良 夫 

    ９番 程 内   覺     １０番 松 浦   司 

   １１番 赤 松 俊 二     １２番 芝   照 雄 
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○欠席議員（なし） 

 

○議会事務局 

 議 会 事 務 局 長 都  浩 明   書      記 鶴 井 留 美 

 

○説明のため出席した者 

 町 長 兵 頭 誠 亀   副 町 長 井 上 建 司 

 企 画 振 興 課 長 二 宮   浩   総 務 財 政 課 長 高 田 達 也 

 危 機 管 理 課 長 水 野 博 光   町 民 生 活 課 長 那 須 周 造 

 保 健 介 護 課 長 芝   達 雄   環 境 保 全 課 長 森     明 

 農 林 課 長 松 本 秀 治   建 設 課 長 上 田   司 

 水 道 課 長 上 田   司   日 吉 支 所 長 山 本 雄 大 

 会 計 管 理 者 古 谷 忠 志   教 育 長 松 浦 秀 樹 

 教 育 課 長 谷 口 浩 司   農業委員会会長 川 平 定 計 

 農業委員会事務局長 松 本 秀 治   代 表 監 査 委 員 上 甲 康 夫 
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○副議長（赤松俊二君） 

  御起立願います。 

  礼。 

○議長（芝 照雄君） 

  おはようございます。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

午前９時００分 開議 

 

○議長（芝 照雄君） 

  本日の議事日程は、先に配付しました別紙議事日程のとおりです。 

  このとおり議事を進めたいと考えておりますので、各位の御協力をお願いします。 

 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、鬼北町議会会議規則第１２７条の規定により、１番、坂

本一仁議員、２番、兵頭稔議員、以上の両議員を指名します。 

 

  日程第２、諸般の報告を行います。 

  地方自治法第１２１条第１項の規定により、本日の会議事件説明のため、出席を求

めている者を報告します。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長、監査委員。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長を通じ、副町長、会計管理者、支所長、

各課長等の出席を求めております。 

  これで諸般の報告を終わります。 

  ここで、町長から昨日の中山議員の質疑に対する答弁の申出がありましたので、こ

れを許可します。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  教育課長から答弁をさせます。 

○教育課長（谷口浩司君） 

  昨日、議案第６５号の工事請負契約（史跡等妙寺旧境内ガイダンス施設建設工事）

の工事概要の説明で、中山議員から御質問がありました、今回の工事に敷地の造成は

含まれているのか、ガイダンス施設周辺の工事の施工内容についてお答えをいたしま
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す。 

  １点目の造成については、大規模造成はありませんが、若干の切土、盛土等の土工

があります。 

  ２点目のガイダンス施設周辺の施工については、平地、法面に芝を張ることになっ

ております。 

  以上でございます 

 

○議長（芝 照雄君） 

  日程第３、議案第６９号、令和２年度鬼北町一般会計決算の認定についてから、日

程第１３、議案第７９号、令和２年度鬼北町病院事業会計決算の認定についてまで、

以上１１件を一括議題としたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、日程第３、議案第６９号、令和２年度鬼北町一般会計決算の認定につ

いてから、日程第１３、議案第７９号、令和２年度鬼北町病院事業会計決算の認定に

ついてまで、以上１１件を一括議題とすることに決定しました。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第３、議案第６９号から日程第１３、議案第７９号までの令和２年度鬼北町一

般会計及び特別会計８件、並びに企業会計２件の決算認定につきまして、地方自治法

第２３３条第３項及び地方公営企業法第３０条第４項の規定により報告いたします。 

  配付いたしております、令和２年度鬼北町主要な施策の成果の概要を御参照いただ

きますようお願いいたします。 

  令和２年度鬼北町主要な施策の成果の概要について御説明をいたします。 

  令和２年度を振り返りますと、新型コロナウイルスが蔓延し、見えない脅威によっ

て、これまでは当たり前にできていたことができなくなり、私たちの日常生活も大き

く変わった１年でありました。 

  同時に町内経済にも影を落とし、事業者の皆様、特に飲食業に携わる方々の御苦労

は計り知れないものであったと拝察いたします。 

  コロナ禍へのあらゆる対応におきましては、各関係機関、国、県の御指導、交付金
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等の助成を受けながら、町民の皆さんが早く元どおりの生活が送れるように各種施策

に取り組むとともに、感染予防及び重症化防止のため、ワクチンを接種するための体

制づくりに努めた時期でございました。 

  このほか、これまで実施してきた各種事業におきましても、改めて事業内容を検証

し、何よりも町民の目線、気持ちに立って、皆様方からのお声をしっかり受け止め、

町政に反映させるべく努力してきたところであります。 

  また、町政の推進にあたりましても、町の責務として生き生きとして住み続けられ

る持続可能な未来を描くことができるよう、各種施策に積極的に取り組んでまいりま

した。 

  ３ページですが、まず、基本目標第１の「特色ある産業を創り育てる」につきまし

て、農業の振興分野では、体験農園の開設等により、新規就農者の確保育成、さらに、

経営規模拡大を志向する農家への農地の集積を図り、経営の安定、効率化を促進しま

した。 

  また、栗、ユズの苗木補助によって、耕作放棄地の解消も含めて生産性の拡大を図

るとともに、農業用施設等の改修工事、災害により復旧工事が必要な農地農業施設等

の営農環境の整備に取り組んでまいりました。 

  さらに、鳥獣侵入防止柵の設置を推進するとともに、イノシシ、シカの有効利用を

図るための施設整備の計画を関係市町と協議し、整備に向けて合意形成を図りました。 

  次に、林業の振興につきましては、適正な除伐、間伐等を実施。森林整備担い手対

策事業を活用。関連団体の組織強化に努めました。 

  また、南予森林管理推進センターの事業推進にあわせ、手入れ不足となった森林の

健全化と災害に強い森林づくりを推進するため、森づくり、人づくりに取り組みまし

た。 

  次に、商工の振興についてですが、新型コロナウイルスの影響を受けた事業者の皆

様、特に飲食業に携わる方々の御苦労は計り知れないものであり、感染症対策資金利

子補給金交付事業、中小企業振興資金利子補給金交付事業、同じく振興資金保証料補

給事業、休業要請に伴う協力金、感染症対策緊急雇用維持助成金支給事業、企業応援

給付金支給事業、宿泊事業者応援補助金、イベント出展事業者応援事業など、中小企

業、個人事業主への様々な支援事業を新たに立ち上げ、取り組んでまいりました。 

  また、数年前から立ち上げて取り組んでおります定住化雇用促進事業、資格取得支

援事業、企業力強化支援事業などの鬼の町で暮らす働く支援事業を継続実施し、事業

所支援に努めております。 
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  次に、観光部門においては、様々なイベントの実施ができない状況でありましたが、

指定管理者制度を導入して８年目となる成川渓谷休養センターについては、新たな指

定管理者との契約を進め、魅力あふれるいやしの里として、県内外に広く情報を発信

すべく努めたところであります。 

  ５ページにまいります。 

  続きまして、基本目標第２の「新しい自然を守り活かす」につきまして、まず、資

源循環型社会の推進分野では、食品ロス削減などによるごみの減量化、そして、いわ

ゆる３Ｒの推進などによる再資源化に努めました。 

  環境保全の推進では、水辺環境美化活動として、広見川等をきれいにする清掃活動

や、えひめＡＩ－１の普及、小型合併浄化槽等の普及の推進による水質浄化を図りま

した。 

  エネルギー対策の推進においては、太陽光などを活用した再生エネルギーの普及推

進に努めました。 

  続きまして、基本目標第３の「誰もが安心して暮らせるふるさとづくり」につきま

して、地域医療体制の整備や保健センターを拠点に、健康づくり等の施策を展開し、

誰もが安心して暮らせるふるさとづくりに努めました。 

  ６ページ、健康増進事業においては、健康診断や各種がん検診の実施、健康相談、

健康教育訪問指導、重症化予防などを展開しました。 

  その中で、国保の特定検診受診率は、５３.２％で、コロナ禍の影響により３.３％

減となりましたが、前年と同様、県内で１位となる見込みであります。 

  保健事業におきましては、新たに４月、子育て世代包括支援センターを設置、また

新型コロナウイルスによる感染拡大防止及び重症化を予防するため、本年２月にワク

チン接種対策室を設置し、ワクチン接種体制を整備しました。 

  また、北宇和病院の運営につきましては、令和３年３月末をもって契約期間が満了

でありましたが、再委託による更新を行い、先生方と病院経営について直接対話する

機会を多く持つ体制づくりに努めました。 

  次に、高齢者福祉の充実においては、従来の各種サービス展開を継続するとともに、

シルバー人材センターへの支援を行い、高齢者の積極的な社会参加を促しました。さ

らに、高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画の見直しを行い、被保険者の負担軽減

のため、介護保険料を月平均７万６,２００円から７万２００円に、６,０００円引下

げを実施し、令和３年度から運用を開始いたしております。 

  子育て支援策の充実部門では、従来のサービスはもとより、不妊治療への支援、特
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に、特定不妊治療助成金の支給額を１０万円から２０万円に増額いたしました。 

  さらに、乳幼児健康診断の受診率向上を図るとともに、子育て相談支援を引き続き

実施しました。あわせて、昨年度創設した出生児と小学校入学時に一時金を支給する、

すくすく鬼北っ子応援給付金を引き続き支給するとともに、複数の子どもがいる、い

わゆる多子世帯の保育料の軽減措置や、３歳以上の保育料無料化を実施し、加えて、

副食費の無料化を図るなど、子育てに係る経済的負担の軽減に努めました。 

  また、高校生までの医療費無料化を継続するとともに、新たに遠距離通学の高校生

への通学費の一部補助事業を立ち上げるなど、家庭への経済的支援にも積極的に取り

組みました。 

  障がい者福祉の充実につきましては、コロナ禍の影響により、福祉施設利用のサー

ビスや就業施設でのサービス利用に制限が一時的にあったものの、年齢や障がいの有

無などに関わらず、誰もが健康で自分らしい暮らしの実現を目指し、福祉サービス提

供に努めました。 

  ７ページ、下から４行目、続きまして、基本目標第４、「整った生活インフラで快

適生活を守る」につきましては、近年、気象災害が頻発化、激甚化しており、町民の

皆さんに災害リスクを確認していただくために、新たに指定された土砂災害警戒区域

や洪水浸水想定区域を追加した防災マップを作成しました。 

  このほか、パソコンやタブレット、スマートフォンなどから閲覧できるウェブ版の

防災マップも作成し、町民の方々の防災意識の啓発に努めました。 

  また、コロナ禍に対応した避難所運営を行うための間仕切りや、段ボールベッドの

ほか、マスクや、非接触型体温計等の確保に努めました。 

  次に、交通環境の充実については、デマンドタクシーや、タクシー乗車券助成制度

等の継続、町立病院を起点とした循環バスの運行など、公共交通の継続運行に努めま

した。 

  また、運転免許証自主返納者に対しても給油券やタクシー券の配付を継続し、実態

に即した移動手段の確保に努めてまいりました。今後は、町内全体への施策が必要だ

と判断いたしております。 

  次に、空き家対策におきましては、空き家率が１４.７％と、平成２７年度調査か

ら５.６％増加しており、老朽危険空き家除却事業補助金交付制度を活用し、１３件

の撤去を実施しました。また、地震等に伴うブロック塀の倒壊による事故を防ぐため、

補助事業により４件の危険ブロック塀の除却建て替えを実施しました。 

  また、入居可能な空き家については、家の状態や立地、持ち主の意向などをデータ
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ベース化し、所有者に対し空き家バンクへの登録を促し、移住希望者などとのマッチ

ングを図るなど、有効活用に努めました。 

  ９ページ、４行目、次に、上水道の整備におきましては、日吉地区、電気計装設備

更新工事を実施、また、老朽管更新として西野々地区において８６８.３メートルの

配水管を耐震管に布設替えいたしました。 

  続きまして、基本目標第５、「充実した教育環境で心豊かな人を育む」の未来を担

う子どもたちに対する投資として、広見中学校改築工事の設計業務の実施や、児童生

徒一人１台パソコン端末の再整備等を行い、教育環境の充実を図りました。 

  また、小学生全児童が本屋へ出向き、自分の読みたい本を買う「本屋へ行こうプロ

ジェクト」を実施し、学習の基本である読書の推進に努めました。 

  広見中学校では、県の人権教育研究推進事業の指定校として研究発表会を行い、人

権意識の向上に取り組みました。 

  また、コミュニティースクール及び地域学校共同活動を推進するとともに、給食セ

ンターでは、空調設備の設置やスチームコンベンションオーブンの導入を行い、施設

設備を充実させました。 

  ９ページ、下から４行目から１０ページですが、生涯学習、生涯スポーツの充実に

つきましては、町内遺跡発掘調査及び整備事業の実施や、文化講座、イベント等を開

催いたしました。特に、等妙寺開基７００年を記念し、愛媛県歴史文化博物館との共

催により開催いたしました奈良山等妙寺の至宝と国史跡等妙寺旧境内展では、６,１

６０人の方々に御観覧いただきました。また、その関連講座を５回開催し、町内外の

多くの方々に鬼北町の歴史遺産について詳しく知っていただく機会となりました。 

  鬼北総合公園では、より快適なスポーツ環境の提供を目指し、かつ、災害時の避難

所対応も考慮し、空調設備の整備やリフレッシュ広場駐車場の舗装、さらに、リフレ

ッシュ広場及びふれあい広場のトイレ改修を行い、地域に根差したコミュニティーの

環境づくりに努めました。 

  人権尊重、男女共同参画においては、引き続き人権を考えるつどいの開催など、性

別や年齢、障がいの有無等に関わらず、全ての人がお互いを尊重し合い、誰もがその

人の持つ個性と能力を発揮できる社会の実現を促進しました。 

  続きまして、基本目標第６、「人々のつながりを深め、ともに行動する」につきま

しては、町民自らが考え、互いに連携し、町の課題解決に取り組む体制づくりを重要

課題と位置づけ、町政に対する町民の理解と関心を高めるよう、分かりやすい情報提

供に努めることが重要であり、町ホームページの整備に努めました。 
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  今後、長引くコロナ禍で疲弊した町内の多くの心を慮り、しっかりと寄り添ってい

くことは、アフターコロナにおける新たな官民関係の構築に必要不可欠であると考え

ております。 

  以上で、令和２年度主要な施策の成果の概要の説明を終わります。 

  各項目の主要な施策の成果につきましては、別冊の資料を配付いたしておりますの

で、お目通しのほどお願いいたします。 

  なお、決算内容の詳細につきましては、この後、引き続き会計管理者が説明をいた

します。その後、日程第２６、議案第７８号、令和２年度鬼北町水道事業会計決算認

定については、水道課長が、日程第２７、議案第７９号、令和２年度鬼北町病院事業

会計決算認定については、保健介護課長が説明いたしますので、よろしく御審議の上、

認定いただきますようお願いをいたします。 

  失礼いたします。訂正をいたします。 

  最後のほうですけども、日程の部分、その後、日程第２６と申し上げましたが、日

程第１２、議案第７８号、水道事業会計の決算認定、また、鬼北町病院事業会計の日

程については、日程第２７を１３、議案第７９号に改めていただきたいと思います。 

○会計管理者（古谷忠志君） 

  それでは、議案第６９号から議案第７７号までの令和２年度一般会計、特別会計の

決算概要を御説明いたしますので、令和２年度鬼北町歳入歳出決算書の冊子を御用意

ください。 

  決算書の中の付属書類に沿って説明いたしますので、３５６、３５７ページをお開

きください。 

  ３５６ページ、まず、一般会計と特別会計の決算収支の状況でありますが、３５６

ページ、一番下の合計の欄、下から３番目、一般会計と特別会計を合わせた２年度の

歳入総額は１２７億１,０２７万５,１０４円、その右、歳出総額は１２４億３,５５

３万５,６８１円となりましたので、その右の歳入歳出差引きは２億７,４７３万９,

４２３円となり、昨年に比べ1,１８１万４,５４３円の増となっております。その右

のとおり、翌年度へ繰り越すべき財源が６,１３９万円ありますので、それを差し引

いた実質収支の合計は２億１,３３４万９,４２３円となります。 

  また、積立金は、一般会計の財政調整基金等で７,８５８万６,６２２円、一方、財

政調整基金の取崩しが４,０００万円ございましたので、右端の実質単年度収支は２,

８４２万１６５円のプラスとなっております。 

  次に、１枚めくっていただきまして、３５８、３５９ページをお開きください。 
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  一般会計の歳入歳出決算総括表のまず歳入の主なものについて御説明いたします。 

  まず、１款の町税は、収入済額、３５８ページ右端のＡ欄になりますが、９億４３

４万４,８４５円、そのうち、町民税については、個人が前年度に比べて増収となり

ましたが、法人については、マイナスとなり、トータルでは３７９万円の減となって

います。一方、固定資産税については、土地、家屋、償却資産とも増収でありまして、

トータル７５５万円の増となったことなどから、町税全体では、前年度比で４４３万

円の増となりました。 

  なお、右のページの左端、不納欠損額が１５５万４,００１円、またその右、収入

未済額は１,０４３万１,６１７円で、これは前年度と比較して１５１万円減少をして

おります。 

  次に、２款の地方譲与税は、収入済額が１億1,２６６万６,０００円、前年度比で

２,４８８万円の増となっています。増の要因といたしまして、森林環境譲与税が２,

５７７万円の増となったことによるものです。 

  続く、３款の利子割交付金から７款の環境性能割交付金までは、説明を省略いたし

ます。 

  次に、８款の地方特例交付金は、収入済額が６４１万４,０００円、前年度比約２,

３９１万円の減となりました。減の要因は、保育無償化に伴う子ども子育て支援臨時

交付金２,４８１万４,０００円が皆減をしたためであります。 

  次に、９款の地方交付税は、収入済額が３６億９５６万２,０００円、前年度比１

億７,５７０万円の増となっています。増減の内訳は、普通交付税が１億７,５４７万

円の増、特別交付税はほぼ横ばいとなっております。 

  １０款を省略し、１１款、分担金及び負担金は、収入済額が４,１４６万７,３９６

円、前年度比1,６２７万円の減となっています。減の要因は、保育無償化に伴い保育

所保護者負担金が1,４７２万円の減となったことによるものです。 

  １２款を省略し、１３款の国庫支出金は、収入済額が２０億９,９９３万７,３８６

円、前年度比約１４億６,０００万円の増となっています。増の要因は、国庫補助金

におきまして、新型コロナウイルス感染症対応の臨時交付金３億８,５００万円や、

特別定額給付金補助金１０億1,０００万円があったことによるものです。 

  次に、１４款の県支出金は、収入済額が７億２０３万３,７２３円、前年度比４,４

０５万円の減となっておりますが、災害復旧費県補助金等２億３,２００万円が次年

度に繰越しとなっております。 

  １５款を省略し、１６款の寄附金は、収入済額が６,１７３万７,０００円、前年度
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比２,２５０万円の増となりましたが、これは、ふるさと納税寄附金が約２,９００万

円増加したことによるものであります。 

  次に、１７款の繰入金は、収入済額が９,９１４万７,８７８円、前年度比約２億５,

０００万円の減となっております。減の要因は、前年度にありましたニュータウン鬼

北の里特別会計からの繰入金と廃棄物処理施設整備基金からの繰入金が皆減にしたこ

とによるものです。なお、２年度は、財政調整基金の４,０００万円をはじめ、基金

全体から９,７３６万円を繰り入れております。 

  １８款を省略し、１９款、諸収入は、収入済額２億５,０８２万４,６９５円、前年

度比１億１６９万円の増。増の要因といたしまして、雑入において、プレミアム商品

券販売収入の１億３,２６５万円の歳入があったことです。 

  次に、２０款の町債、収入済額が１０億９４２万３,０００円、前年度比約１億８,

０００万円の増となっております。額が一番伸びておりますのが、土木債でありまし

て、２億６,７２０万円の増となっております。 

  次に、２１款、法人事業税交付金は、令和２年度から県の法人事業税額の一部が市

町に交付されることになったもので、２８９万円が県から交付されております。 

  以上の結果、合計といたしまして、一般会計収入済額が９４億３,４３０万３,７６

０円、前年度に比べまして、約１６億円の増となりました。 

  なお、収入未済額の合計は、８億５５５万７,０５９円となっており、その主なも

のにつきましては、事業繰越しによるものです。 

  以上で一般会計歳入についての説明を終わります。 

  次に、３６０、３６１ページをお開きください。 

  一般会計の歳出について御説明いたします。 

  まず、１款、議会費、支出済額、３６０ページ右端のＡ欄になりますが、６,２１

８万６,５１０円、前年度比１００万円の減で、一般会計における構成比は備考欄に

あるとおり、０.６８％となっております。 

  ２款、総務費は、支出済額が１８億８,５４８万８,９００円、前年度比６,０４３

万円の増で、構成比は２０.４７％となっております。増となった要因といたしまし

ては、企画費がプレミアム商品券事業２億６,０００万円の実施等により、３億1,０

００万円の増となったことが挙げられます。 

  続いて、３款の民生費は、支出済額が２７億５,３２６万２,１３３円、前年度比１

０億４,０６９万円増の構成比２９.９０％となっております。増となった要因といた

しましては、社会福祉総務費において特別定額給付金事業１０億４２０万円の助成に
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より、９億６,０００万円の増となったことによるものです。 

  ４款の衛生費、支出済額が７億６,１７１万５,５１３円、前年度比１,８８１万円

増の構成比８.２７％となっております。増の要因は、病院費の病院事業会計負担金

の４,２００万円の増などによるものです。 

  ５款の農林水産業費は、支出済額が６億８,６７６万５１８円、前年度比１億６,４

１４万円増の構成比７.４６％となっております。増の要因は、農業振興費の農業公

社、農林公社の施設整備助成である農地保全推進事業補助金が増額となったことや、

新規補助事業の実施、また、林業振興費の森林管理推進センター負担金６,０００万

円の増、また、農林公社の施設整備への助成であります林地保全推進事業補助金が増

額となったことが挙げられます。 

  ６款の商工費は、支出済額が２億５,５５２万７３３円、前年度比１億３,０００万

円増の構成比２.７７％となっております。増となった要因といたしましては、商工

振興費が中小企業応援給付金事業における８,７００万円の助成や、新型コロナウイ

ルス感染症対策利子補給金基金への1,６００万円の積立て等で、１億２,５００万円

の増となったことによるものです。 

  ７款の土木費は、支出済額が６億２,９１９万１,９７０円、前年度比２億７,００

０万円増の構成比６.８３％となっています。増となった要因といたしましては、橋

りょう関連の点検、修繕や新設改良のための測量設計業務の実施、また、鬼北総合公

園費が空調設備工事等の実施により、約２億円の増となったことが挙げられます。 

  ８款の消防費は、支出済額が９,８８９万７,９１５円、前年度比２,８００万円増

の構成比１.０７％となっています。増の要因は、非常備消防費の委託料における防

災マップ作成業務や、国土強靱化地域計画作成業務の実施、補助金における新型コロ

ナウイルス感染症対策の避難施設感染防止対策事業費補助金1,０８０万円の交付等に

よるものです。 

  ９款の教育費は、支出済額が７億４,０５４万１,５４６円、前年度比１億８,００

０万円減の構成比８.０４％となっています。減の要因といたしましては、小学校費

が、前年度に各小学校の空調設備関連工事の約１億８,０００万円の支出がありまし

たので、２億２,０００万円の減額となったことによるものです。 

  １０款の災害復旧費は、支出済額が５億４,８９５万４,７０３円、前年度比４２万

円増の構成比５.９６％となっており、令和元年度に引き続き、平成３０年７月豪雨

による各施設の災害復旧工事に当たっております。 

  １１款の公債費は、支出済額が７億８,７２０万１,９１８円、前年度比８３０万円
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減の構成比８.５５％で、内訳は、元金が約７億６,０００万、利子が約２,３００万

円となっております。 

  以上、合計で一般会計支出済額は９２億９７２万２,３５９円、前年度に比べまし

て１５億２,０００万円の増となっております。 

  なお、右ページ、表の下段に記しておりますように、一般会計の歳入歳出差引額は

２億２,４５８万1,４０１円となり、翌年度に繰り越すべき財源が６,１３８万６,０

００円必要でありますので、実質収支は１億６,３１９万５,４０１円となりました。 

  以上、一般会計の決算説明を終わります。 

  次に、３６２、３６３ページをお開きください。 

  町債の現在高について、普通会計で一覧表を作成したものです。 

  ３６２ページの計の欄にありますように、令和２年度中の発行額は、１０億９４２

万３,０００円、一方、元利償還額の合計は７億８,７５３万８,０００円でありまし

たので、２年度末の現在高は８２億３,３１３万６,０００円で、前年度に比べまして

２億４,５１５万２,０００円の増となっております。 

  次に、３６４ページをお開きください。 

  公有財産の増減について説明をいたします。 

  まず、公用財産の土地の移動ですが、土地に変動はありませんで、建物（木造）、

上から５段目ですが、防災施設の２１５.３０平米の増のみですが、これは危機管理

棟の新築によるものです。 

  続いて、公共用財産で土地の中ほど、教員住宅の６９.０２平米の増は、永野市教

員住宅の土地について、平成２７年に行った町道との分筆の成果を基に修正を加えた

もので、その下、中学校の１７６.７９平米の増は、広見中学校改築に伴う測量の成

果を受けて修正を行ったものであります。 

  次に、建物（木造）町営住宅の２８８.８０平米の増は、栄町団地Ｂ棟の新築分と、

過年度の栄町団地Ａ棟の計上漏れの面積を合わせたものです。 

  右の３６５ページの建物（非木造）、保育所の４.４１平米の減は、さくら保育所

駐輪場を工作物として建物から除外したことによるものです。 

  １枚めくっていただきまして、３６６ページ、建物（木造）の多目的住宅６５.０

０平米の増は、永野市教員住宅を普通財産から多目的住宅として企画振興課へ移管し

たものであります。 

  次に、普通財産の移動ですが、土地の宅地1,１４９.８３平米の減は、農協日吉支

所の前にある宅地と北宇和高校日吉分校の跡地を合わせた町有地をグリーンマート跡
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地の敷地と等価交換したことにより減少した面積と、ニュータウン鬼北の里特別会計

の廃止により、一般会計へ移行し、増加した面積を差引きをしたものであります。 

  次に、雑種地１８２平米の増と山林の２万５,４９２平米の増は、畔屋にありまし

た環境センター跡地を宇和島地区広域事務組合から譲渡を受けたもので、建物（木造）

６５.００平米の減は、企画振興課多目的住宅への移管分で、建物（非木造）の1,０

６２.５０平米の増は、交換したグリーンマート跡地の上物の分であります。 

  以上で公有財産の移動の説明を終わります。 

  なお、次ページ、３６８ページから３８１ページの物品と基金、債務負担行為の調

べについては、説明を省略させていただきますが、物品については、新規購入以外に

も過年度分で計上漏れがあったものを精査して追加計上させていただいておりますの

で、御了承をください。 

  次に、３８２、３８３ページをお開きください。 

  特別会計の説明をいたします。特別会計につきましては、主に２年度の収入済額合

計と支出済額合計Ａ欄でありますが、前年度との比較で説明をさせていただきます。 

  まず、用品調達特別会計ですが、歳入の収入済額、歳出の支出済額合計は、共に１,

３１９万１,２２８円で、前年度比７２万４,０００円の増となっております。なお、

一般会計へ歳出の諸支出金から収益５８万４,８７８円を繰出ししておりまして、収

支差引きはゼロ円となります。 

  次に、３８４、３８５ページをお開きください。 

  住宅新築資金等貸付事業特別会計ですが、歳入の収入済額合計は１６６万９,９２

５円、前年度比１０万２,０００円の減となっております。なお、３款、諸収入の償

還金の収入未済額は１１件、２,４２３万５,６５０円で、前年度比１１７万円の減と

なっております。一方、歳出の支出済額合計は、１６０万９,１９８円、前年度比８

万円の減で、収支差引きは、６万７２７円となっております。なお、貸付金の状況に

つきましては、次ページの３８６、３８７ページに資料をつけておりますので、後ほ

どお目通しいただきたいと思います。 

  次に、３８８、３８９ページをお開きください。 

  国民健康保険特別会計ですが、歳入、１款の国民健康保険税の収入済額は１億９,

２７４万５,５３９円で、前年度比４２万１,０００円の増となっております。保険税

の不納欠損額は１８０万４,６０７円、また、収入未済額は1,１４２万３,６８８円で、

これは前年度に比べまして、５２７万円の減となっております。 

  なお、収入済額の合計は１１億５,９４６万１,２０９円、前年度比１億７,６８９
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万円の減となっております。減の要因は、保険給付費の支出が減ったことによりまし

て、県からの交付金が減少をしたためであります。一方、歳出ですが、支出済額合計

は１１億５,２０５万９４６円で、前年度比１億４,０２８万円の減となっております。

減の要因は、保険給付費の１億２,０００万円の減で、これは主に新型コロナウイル

ス感染症の影響により、被保険者が医療機関に行くことを控えたことが大きいのでは

ないかと思われます。なお、収支差引額は、７４１万２６３円となります。 

  次に、３９２，３９３ページをお開きください。 

  国民健康保険診療所特別会計ですが、歳入の収入済額合計は、１億７,３５７万６,

５０９円、前年度比１,０７６万円の減で、診療収入が９８０万円減少しております。

これも新型コロナウイルスの影響が大きいものと思われます。 

  一方、歳出の支出済額合計は１億７,３５１万４,９５２円、前年度比１,０７８万

円の減となっており、医薬品等の購入費の減少などが要因で、収支差引きは６万１,

５５７円です。 

  なお、右ページ、下にありますように、翌年度に繰り越すべき財源が４,０００円

必要でありますので、実質収支は５万７,５５７円となります。 

  次に、４００、４０１ページをお開きください。 

  農業集落排水事業特別会計ですが、歳入の収入済額合計は８,２３８万１,０５６円、

前年度比１０６万円の減となっております。 

  なお、２款、使用料に、収入未済額が４４万７,８６０円あり、これは前年度比６

万９,０００円の減となります。 

  一方、歳出の支出済額合計は８,２３２万８,０６６円、前年度比１０７万２,００

０万円の減となっております。減の要因は、３款、公債費において町債の返還金９２

万２,０００円の減となったことによるものです。収支差引きは５万２,９９０円とな

りました。 

  次に、４０４、４０５ページをお開きください。 

  浄化槽市町村整備推進事業特別会計ですが、歳入の収入済額合計は５,６６３万４

９５円、前年度比５４９万円の減で、浄化槽使用料に収入未済額が６９万６,８３０

円あり、これは前年度比９万３,０００円の増であります。 

  一方、歳出の支出済額合計は５,６６０万２,９９６円、前年度比５５２万円の減と

なっており、減の要因は、１款、施設整備費の浄化槽設置工事請負費が、前年に比べ

７１０万円減少したことによるもので、収支差引きは２万７,４９９円となります。 

  なお、右ページ、表の下にありますように、３月末の浄化槽設置数が６３４基とな
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っております。 

  次に、４０６、４０７ページをお開きください。 

  介護保険特別会計ですが、歳入の収入済額合計は１６億１,６２７万７９６円、前

年度比２,０５１万円の増となっております。 

  １款、介護保険料は、低所得者層の保険料軽減措置を行うなど、９７４万円の減と

なりましたが、一方で、保険料軽減分に対する一般会計繰入金が１,３３２万増えて

おります。なお、介護保険料の不納欠損額が４６万２,７４３円、また、収入未済額

は１２１万９,６５０円で、これは前年度比６０万２,０００円の減となっております。 

  一方、歳出の支出済額合計は１５億７,６８４万４,７１０円、前年度比５,０７４

万円の増となっており、この要因は、２款、保険給付費の介護サービス費が６,８５

１万円の増額となったためで、収支差引きは３,９４２万６,０８６円となります。 

  最後に、４１０、４１１ページをお開きください。 

  後期高齢者医療保険特別会計ですが、歳入の収入済額合計は１億７,２７９万１２

６円、前年度比７６５万円の増で、これは令和２年度が２年ごとの保険料改定の年で

ありまして、保険料率が上がったことにより保険料収入が７６３万円の増となったこ

とによるものです。なお、後期高齢者医療保険料の収入未済額は８３万３,７００円

で、前年度比６３万２,０００円の増となっております。 

  一方、歳出の支出済額合計は１億６,９６７万１,２２６円、前年度比７８０万円の

増となっております。これは徴収保険料額が増額となったことで、県の広域連合へ支

払う納付金が増えたことによるものです。なお、この会計の収支差引きは３１１万８,

９００円となっております。 

  以上で令和２年度一般会計及び特別会計の決算概要の説明とさせていただきます。 

  御審議の上、認定いただきますようお願いをいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  それでは、議案第７８号、令和２年度鬼北町水道事業会計決算の認定について御説

明いたします。 

  水道事業会計決算書２ページ、３ページをお開き願います。 

  鬼北町水道事業決算報告書につきまして説明いたします。 

  予算額欄は、省略いたしまして、３ページの決算額欄のみの説明とさせていただき

ます。 

  まず、収益的収入及び支出の収入につきまして、総額４億２,４３４万９,３６８円

でありまして、内訳といたしましては、第１款、第１項、営業収益２億８,５９７万



－128－ 

６,０４０円で、主に水道使用料金でございます。 

  第２項、営業外収益につきましては、１億３,８３７万３,３２８円でございまして、

内訳につきましては、一般会計補助金及び長期前受金を計上いたしたものでございま

す。 

  第３項、特別利益につきましては、収入がございませんでした。 

  次に、支出につきましては、総額で３億２,１４７万２,４７５円であります。 

  第１款、第１項、営業費用は、２億６,４１６万８,９２１円で、内訳は配水及び給

水費、総係費、減価償却費、資産減耗費であります。 

  第２項、営業外費用につきましては、５,７３０万３,５５４円で、企業債利息等で

ございます。特別損失、予備費につきましては、支出はありませんでした。 

  次に、４ページ、５ページをお開きください。 

  資本的収入及び支出の収入につきましては、５ページ、決算額の総額２億８３４万

円で、第１款、第１項、企業債１億１,５７０万円。 

  第２項、国庫支出金１,１３４万２,０００円となっております。 

  第４項、他会計負担金といたしまして、一般会計からの負担金８,０００万円とな

っております。 

  第５項、工事負担金１２９万８,０００円で、これは２５件分の水道施設の加入金

でございます。 

  支出につきましては、総額３億５,７２４万６,５７６円でございまして、第１款、

第１項、建設改良費は、１億４,７０９万２,３６１円でございます。主なものにつき

ましては、配水設備改良費でございます。 

  第２項、企業債償還金２億１,０１５万４,２１５円でございまして、企業債２２件

分でございます。 

  資本的収入額が資本的支出額に不足いたします１億４,８９０万６,５７６円につき

ましては、減債積立金２,０００万円、建設改良積立金６,０００万円、当年度分損益

勘定留保資金６,８９０万６,５７６円で補填をいたしました。 

  次に、６ページの損益計算書について御説明いたします。 

  損益計算書につきましては、先ほど御説明いたしました３ページの決算報告書の金

額から消費税を抜いた金額で作成しております。右端の差引き合計で説明いたします。 

  営業収益につきましては３３万２,９６５円の損失、営業外収益につきましては９,

５９７万７,３１２円の利益でございました。差引き９,５６４万４,３４７円の経常

利益でありまして、当年度の純利益は、同額の９,５６４万４,３４７円となっており
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ます。これに前年度繰越利益剰余金、処分済利益剰余金を合わせまして、２億７,５

３８万７０４円を当年度未処分利益剰余金として計上しております。 

  ８ページ、９ページをお開きください。 

  剰余金計算書について御説明いたします。 

  ８ページ、資本金でありますが、当年度末残高１２億３,４３３万５７２円となっ

ております。 

  ９ページ、資本剰余金合計につきましては、１,２９２万３,１４９円でございます。 

  次に、９ページ、利益剰余金の部でございますが、減債積立金につきましては、前

年度処分額として、減債積立金に積み立てた金額２,０００万円、当年度変動額とい

たしまして、当年度に取り崩しました金額２,０００万円でありますので、当年度末

残高は５７０万円となっております。 

  建設改良積立金につきましては、建設改良積立金に積み立てた積立額６,０００万

円ございまして、当年度変動額、建設改良事業に充てるために取り崩しました６,０

００万円がありますので、当年度末残高につきましては６２６万４円となっており、

積立金合計は１,１９６万４円でございます。 

  未処分利益剰余金につきましては、２億７,５３８万７０４円となっております。 

  資本合計といたしましては、前年度末残高が１４億３,８９５万８２円、処分後残

高につきましては、同額で、当年度変動額が９,５６４万４,３４７円でございますの

で、当年度末残高は１５億３,４５９万４,４２９円となります。 

  次に、８ページ、下の剰余金処分計算書（案）について御説明いたします。 

  剰余金の処分でございますが、２億７,５３８万７０４円の未処分利益剰余金を計

上いたしましたので、減債積立金に２,０００万円を積み立てるとともに、建設改良

積立金に６,０００万円、計８,０００万円を積み立てさせていただきます。また、未

処分利益剰余金に計上された８,０００万円につきましては、資本金に組み入れさせ

ていただき、処分後残高を１億１,５３８万７０４円とさせていただきます。 

  次に、１０ページ、鬼北町水道事業貸借対照表について御説明いたします。 

  固定資産の有形固定資産につきましては、土地、建物、建築物の区分ごとに資産の

年度末現在高、減価償却費累計、減価償却未済高を示したものでございまして、年度

末の固定資産合計は、右端の４６億６,７０８万７,２５８円となっております。流動

資産につきましては、現金預金、未収金、貯蔵品、前払金でございまして、流動資産

合計は２億２,８４９万６,３４６円となっております。これらを合わせました資産合

計は、４８億９,５５８万３,６０４円となっております。 
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  １１ページをご覧ください。 

  負債の部について説明いたします。 

  固定負債は、合計額が１６億９,００３万９,２２１円でございます。流動負債につ

きましては、２億１,２７４万８,１００円でございます。繰延収益につきましては、

長期前受金と長期前受金収益化累計額でございまして、合計額が１４億５,８２０万

１,８５４円となっております。負債合計は３３億６,０９８万９,１７５円となって

おります。 

  次に、資本の部について説明いたします。 

  資本金につきましては、自己資本金が１２億３,４３３万５７２円でございます。 

  １２ページに移りまして、剰余金につきましては、資本剰余金及び利益剰余金の剰

余金合計が３億２６万３,８５７円。資本金と剰余金を合わせました資本合計１５億

３,４５９万４,４２９円でございますので、負債資本の合計額は４８億９,５５８万

３,６０４円となっております。 

  １３ページ以降につきましては、今まで説明いたしましたものの決算附属書類とし

て費用明細書等及び事業報告書を載せておりますので、お目通しをお願いいたします。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○保健介護課長（芝 達雄君） 

  続きまして、議案第７９号、令和２年度鬼北町病院事業会計決算の認定について説

明いたしますので、鬼北町病院事業会計決算書の１ページ、２ページをお開きくださ

い。 

  鬼北町病院事業会計決算報告書について説明いたします。 

  項別の決算額とその主な内容についての説明とさせていただきます。 

  まず、収益的収入及び支出のうち、収入についてでありますが、第１款、第１項、

医業収益は５億８,０９８万６,４６６円でありまして、主に入院収益と外来収益であ

ります。 

  第２項、医業外収益３億３,２３５万１,０４１円につきましては、他会計負担金と

補助金、長期前受金戻入れが主なものであります。 

  第３項、附帯事業収益３,２２３万５４１円につきましては、訪問看護ステーショ

ン収益であります。 

  第４項、特別利益２,９８２万３,６２３円につきましては、過年度損益修正益及び

その他特別利益であります。 

  次に、支出についてでありますが、第１款、第１項、医業費用は８億８,０８３万
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７,７２１円でありまして、病院事業の運営に要した経費と減価償却費が主なもので

あります。 

  第２項、医業外費用４８５万７,９８８円につきましては、企業債償還金利息及び

雑損失であります。 

  第３項、附帯事業費用２,８８５万５,６７１円につきましては、訪問看護ステーシ

ョンの運営に要した経費であります。 

  第４項、特別損失８０５万７,１３１円につきましては、過年度損益修正損であり

ます。決算額８０５万７,１３１円のうち、現金の支出を伴わない経費で、予算額を

超過して支出した額は７８５万６,１３１円であります。 

  次に、３ページ、４ページをお開きください。 

  資本的収入及び支出のうち、収入についてでありますが、第１款、第１項、企業債

１,３３０万円につきましては、蒸気ボイラー改修及び医療ベッド更新に伴います企

業債であります。 

  第２項、他会計負担金５６２万７,７８７円につきましては、起債償還金に係る一

般会計からの繰入金であります。 

  第３項、補助金１５５万円につきましては、マイナンバーオンライン資格確認シス

テム整備に係る国庫補助金であります。 

  次に、支出についてでありますが、第１款、第１項、建設改良費３７４万円につき

ましては、蒸気ボイラー改修に係る建設改良費であります。 

  第２項、固定資産購入費１,１５９万４,０００円につきましては、医療ベッド更新

に係る固定資産購入費であります。 

  第３項、企業債償還金１,１２５万５,５７３円につきましては、企業債元金分であ

ります。 

  資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額６１１万１,７８６円につきまし

ては、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額５万２,０９９円、過年度分損

益勘定留保資金６０５万９,６８７円で補填をいたしました。 

  次に、５ページの鬼北町病院事業損益計算書について説明いたします。 

  医業損益につきましては、２億９,９３６万５,０７７円の損失、医業外損益は３億

２,６９６万８,５３９円の利益であります。経常損益は２,７６０万３,４６２円の経

常利益であります。また、附帯事業損益の訪問看護ステーション損益につきましては、

３３６万１,１０７円の附帯事業利益となっておりまして、当年度の純利益は５,２７

３万１,０６１円となっております。 
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  次に、７ページ、８ページの剰余金計算書をお開きください。 

  前年度未処理欠損金３億７,６３７万１,８７０円に、先ほどの当年度純利益を加え、

当年度未処理欠損金は３億２,３６４万８０９円となります。 

  次に、９ページをお開きください。 

  令和２年度鬼北町病院事業欠損金処理計算書（案）について説明いたします。 

  令和２年度におきましては、３億２,３６４万８０９円の未処理欠損金が生じまし

たので、同額を翌年度に欠損金として繰越しするものであります。 

  次に、１０ページをお開きください。 

  鬼北町病院事業貸借対照表について説明いたします。 

  まず、資産の部についてでありますが、固定資産合計は１３億４,９１９万９,４６

２円、流動資産合計は１億６,５７１万３,５１７円でありまして、資産合計は１５億

１,４９１万２,９７９円であります。 

  次に、１１ページをお開きください。 

  負債の部についてでありますが、固定資産合計は１億１,０３８万６,３９２円、流

動負債合計は３,６３７万５,６１６円であります。繰延収益合計につきましては、９

億２４４万３,０９１円の繰延収益でありまして、負債合計は１０億４,９２０万５,

０９９円であります。 

  次に、１２ページをお開きください。 

  資本の部についてでありますが、資本金はゼロ円。剰余金合計は４億６,５７０万

７,８８０円、資本合計は４億６,５７０万７,８８０円でありまして、負債資本合計

は１５億１,４９１万２,９７９円であります。 

  次に、１３ページをお開きください。 

  キャッシュ・フロー計算書についてでありますが、業務活動によるキャッシュ・フ

ローと投資活動によるキャッシュ・フロー及び財務活動によるキャッシュ・フローに

分けております。資金期末残高は５,８５３万８,６３２円であります。 

  次のページ以降につきましては、費用明細書等をお示ししておりますので、お目通

しをお願いいたします。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  説明が終わりました。 

  日程第３、議案第６９号から日程第１３、議案第７９号までの１１件については、

９月２２日に改めて審査を行うこととします。 
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  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、日程第３、議案第６９号から日程第１３、議案第７９号までの１１件

については、９月２２日に改めて審査を行うことに決定しました。 

  ここで、しばらく休憩をします。 

  再開を１０時２５分とします。 

休憩 午前１０時０９分 

                           

再開 午前１０時２５分 

○議長（芝 照雄君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

  日程第１４、議案第８０号、令和３年度鬼北町一般会計補正予算（第４号）につい

てを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１４、議案第８０号、令和３年度鬼北町一般会計補正予算（第４号）につい

て、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正における歳出の主なものといたしましては、人事異動等に伴う人件費の

調整のほか、新型コロナウイルス感染症関連事業、減債基金積立金、公共施設等整備

管理基金積立金、災害復旧工事請負費等を追加計上するものであります。 

  また、歳入につきましては、事業実施に伴う特定財源のほか、地方交付税、繰越金

等を追加計上するものであります。 

  この結果、歳入歳出それぞれ５億４８０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を９２

億３,８５０万円とするものであります。 

  債務負担行為につきましては、新たに２事業を追加するものであります。地方債補

正につきましては、災害復旧事業、合併特例事業、緊急防災・減災事業、過疎対策事

業及び臨時財政対策債について限度額の変更を行うものであります。 

  詳細につきましては、総務財政課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 
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○総務財政課長（高田達也君） 

  それでは、予算書１２ページをお開きください。 

  今回の補正予算につきましては、令和３年４月１日付で、人事異動に伴います人件

費について所要の調整を行っております。これらにつきましては、説明を省略させて

いただき、主なものについて説明いたします。 

  まず、２款、１項、１目、総務管理費、１８節、退職手当負担金５,０００万円は、

市町総合事務組合退職手当負担金を計上するものです。 

  同５目、財産管理費、１２節、電子入札共同システム導入業務委託料１８７万円。

１３ページの入札契約管理システム導入業務委託料８０３万円。１７節、機械器具費

４３万７,０００円は、電子入札導入に要する経費を計上しております。２４節、積

立金は、減債基金積立金に３,５８０万円、公共施設等整備管理基金積立金に８,１６

０万円を計上するものです。 

  ６目、企画費、１２節、高校魅力化事業委託料１９８万円は、公営塾開設業務経費

を計上するものです。 

  ７目、情報管理費、１２節、電算機更新業務委託料３６０万２,０００円は、総合

行政システム連携システムを更新するものです。 

  １５目、近永駅周辺賑わい創出事業費、１２節、サテライトオフィス施設ネット環

境整備業務委託料５０５万１,０００円は、オフィス内の通信環境を整備するもので

す。 

  １６目、諸費、２２節、過誤納還付金５２２万２,０００円は、法人町民税、過誤

納還付金を計上するものです。 

  １５ページ、２款、４項、３目、町長及び町議会議員選挙費２,０３５万８,０００

円の減額は、４月に執行いたしました町長及び町議会議員選挙が無投票であったこと

が主な減額の要因であります。 

  １７ページ、４款、１項、３目、予防費、１７節、機械器具費６００万円、１８節、

医療機関等新型コロナウイルス感染症予防対策強化補助金１,８４０万円は、町内介

護施設等の感染予防対策費を計上するものです。 

  同項、６目、生活環境費、１０節、修繕料９２万４,０００円は、日吉斎場炉修繕

経費を計上するものです。 

  １８ページ、５款、１項、３目、農業振興費、１８節、農業経営収入保険保険料補

助金１００万円は、コロナウイルス感染症を要因とした収入減にも対応可能な保険に

ついて追加計上するものです。 
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  １３目、町道単独土地改良事業、１４節、排水路整備等工事請負費９０万円は、農

業用ポンプ取替え工事等を計上するものです。 

  ５款、２項、３目、林道整備事業費、１４節、林道改良工事請負費１,０００万円

は、事業費が増額されたことによるものです。 

  １９ページ、６款、１項、２目、商工振興費、１８節、新型コロナウイルス感染症

予防対策費補助金４００万円は、事業所の感染対策に係る経費を追加計上しておりま

す。 

  ７款、２項、１目、道路維持費、１４節、道路補修工事請負費２,９００万円は、

町道改修及び舗装工事経費を計上しております。 

  ２０ページ、同項、３目、橋りょう維持費、１２節、低濃度ＰＣＢ廃棄物処理業務

委託料１２０万円は、好藤橋ＰＣＢ塗膜処理経費を計上するものです。 

  ９款、１項、４目、諸費、１８節、大学生等生活応援給付金２,３００万円は、コ

ロナ禍により多大な影響を受けている大学生等の生活支援策として、一人１０万円を

給付するものです。 

  ２１ページ、９款、３項、１目、中学校費、１７節、図書購入費３６万８,０００

円は、生徒自らが読みたい本を購入する「本屋へ行こうプロジェクト」を中学校でも

実施しようとするものです。 

  ９款、４項、１目、社会教育総務費、１８節、生涯学習関係団体活動補助金７７万

６,０００円は、令和３年成人式代替え行事に要する経費を計上しております。また、

１１節、手数料１６０万円は、成人式代替え行事参加者のＰＣＲ検査費用を、同項、

２目、公民館費、１１節、手数料１６０万円には、令和４年成人式参加者のＰＣＲ検

査費用を計上しております。 

  ２３ページ、１０款、１項、１目、農地農業用施設災害復旧費、１４節、災害復旧

工事費２,２５０万円は、農地災害復旧工事等１０件を計上するものです。 

  １０款、２項、１目、公共土木施設災害復旧費、１４節、災害復旧工事請負費１,

９００万円は、河川災害復旧工事等４件を計上しております。 

  次に、１１款、１項、公債費、１目、元金及び２目、利子については、借入額、利

率等の確定により所要額を調整しております。 

  １２款、１項、１目、土地取得費、１６節、土地取得費１億７,９３８万１,０００

円は、新設保育園等整備のため、土地開発基金より近永アルコール工場跡用地２万４,

１０７.０４平方メートルを取得するものです。 

  次に、歳入予算の主なものについて説明いたします。 
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  ９ページをお開きください。 

  １０款、１項、１目、地方交付税、１節、普通交付税３億６,５８０万３,０００円

は、普通交付税等算定結果により増額交付をされるものです。 

  １２款、１項、分担金、各事業実施に伴う受益者分担金を計上しております。 

  １２款、２項、２目、衛生費負担金、１節、火葬場管理運営費負担金８２万１,０

００円は、日吉斎場炉修繕経費に係る梼原町の負担金です。 

  １４款、１項、４目、１節、公共土木施設災害復旧費国庫負担金１,２６７万３,０

００円は、河川災害復旧工事に対する国庫負担金です。 

  １４款、２項、１目、総務費国庫補助金、３節、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金に１,２８５万７,０００円を計上するものです。 

  １０ページ、同項、７目、農林水産業国庫補助金、２節、美しい森林づくり基盤整

備事業費国庫補助金３,２５０万円は、１５款、２項、４目、９節、美しい森林づく

り基盤整備事業費県補助金を組み替えるものです。 

  １５款、２項、９目、１節、農地農業用施設災害復旧費県補助金１,３１７万５,０

００円は、農地等災害復旧工事に対する県補助金です。 

  １１ページ、１９款、１項、１目、１節、前年度繰越金８,３６１万円を計上する

ものです。前年度からの決算剰余金です。 

  ２１款、１項、町債、１目、１節、臨時財政対策債３,８５８万７,０００円の減額

については、普通交付税算定結果によるものです。 

  以下の町債については、対象事業についてそれぞれ計上をしております。 

  次に、第２条の債務負担行為の補正について説明いたします。 

  ５ページをお開きください。 

  第２表の債務負担行為補正は、７、定年延長制度例規整備等支援業務１９８万円は、

地方公務員の定年引上げに関する法律が、令和５年４月１日に施行されることに伴い、

関係規定の整備を行おうとするものです。 

  ８、鬼北土地開発公社による公有地取得事業は、永野市の南予森林組合跡地を取得

しようとするものです。 

  次に、第３条、地方債の補正について説明いたします。 

  ６ページをお開きください。 

  ３表の地方債補正は、２、災害復旧事業は農地農業用施設及び公共土木施設災害復

旧工事を増額計上するものです。 

  ３、合併特例事業は、保育所整備につき、過疎対策事業に組み替えたため、減額す
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るものです。 

  ４、緊急防災・減災事業は、道路・橋りょう事業につき、過疎対策事業に組み替え

たため、減額するものです。 

  ６、過疎対策事業は、補正後の限度額をそれぞれ事業により追加計上しております。 

  ７、臨時財政対策債は、普通交付税等を算定結果により減額をしております。 

  起債の方法、利率、償還の方法については、補正前に同じです。 

  次に、給与費明細について説明いたします。 

  ２４ページをお開きください。 

  まず、１表、特別職ですが、その他の特別職８０人の減は、町政選挙における選挙

管理員報酬が不要になったことから減としております。 

  次に、２の一般職について説明いたします。 

  職員数は、会計年度職員を１名増、短時間勤務職員を２名減しております。報酬に

つきましては、１２８万２,０００円の増、給料につきましては、３４７万３,０００

円の増、職員手当９０８万６,０００円の減、共済費１０９万３,０００円の増。増減

の理由につきましては、いずれも退職及び人事異動に伴うものであります。 

  ２８ページ、（２）の給料及び職員手当の増減額の明細以降につきましては、説明

を省略いたしますので、お目通しをお願いいたします。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○５番（末廣 啓君） 

  それでは、何点か確認をさせていただきたいと思います。 

  まず、１３ページの２款、１項、６目、１２節の高校魅力化事業委託料、これは公

営塾の開設に伴うものと言われましたが、何の委託料なのか説明をお願いします。 

  それと、１７ページ、４款、１項、３目、１８節、医療機関等新型コロナウイルス

感染症予防対策強化事業費補助金、これは介護施設と言われましたが、医療機関も含

まれるんでしょうか。それと、これの何の対策費なのか、細かい説明をお願いします。 

  １９ページ、６款、１項、２目、１８節の新型コロナウイルス感染予防対策費補助

金、これも事業所の感染対策と言われましたけども、どういう感染対策なのか御説明

願えたらと思います。 
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  あと二つ、よろしいですか。 

  ２０ページ、９款、１項、４目の１８節、大学生等生活応援給付金、これは短大生

とか、専門学校に通う生徒も含まれるのか確認をいたします。 

  あともう一つ、２１ページの９款、４項、１目の１８節、生涯学習関係団体活動補

助金７７万６,０００円、これは成人式の代替行事と言われましたけども、内容等分

かれば説明願えたらと思います。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  ２款と６款につきましては、企画振興課長、４款につきましては、保健介護課長、

９款につきましては、教育課長のほうで答弁をさせます。 

○企画振興課長（二宮 浩君） 

  それでは、まず１３ページの２款、１項、６目、高校魅力化事業委託料、それと、

あわせてもう１か所ですね。６款、１項、２目、新型コロナウイルス感染予防対策事

業費、まとめて私のほうから御説明させていただいたらと思います。 

  まず、高校魅力化事業委託料でございますけれども、現在、高校魅力化事業におき

ましては、北宇和高校生の入学者の募集を全国にかけさせていただいております。ま

ずＰＲ活動の一環として、三本柱を持っておりますけども、カリキュラムの改革、そ

れから公営塾の開設、それから寮の整備、そういった３点をもってＰＲをしておりま

すけれども、今回はその公営塾の開設ということで委託料を計上させていただいてお

ります。 

  今回、公営塾では、北宇和高校生のみを対象とした補習授業だけでは追いつかない

学習を補ったり、地域の行政を学んだり、地域文化の学習、人権形成の確立などの

様々な学習を求めるための塾を開設する予定でございます。その講師を全国に募集す

るために、開校までの募集と開校までの研修、そういったものをやるための事業委託

料として計上させていただいております。講師は３名を予定させていただいておると

ころでございます。 

  それから、新型コロナウイルス感染予防対策補助金４００万でございますけれども、

これは中小企業が行う新型コロナの感染予防対策費に必要な経費を計上いたしており

ます。補助額は２０万円、１０分の１０、１０割補助でございます。これは当初とい

いますか、６月補正で１回計上をさせていただいておりますけれども、それの追加補
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正として、今回４００万を計上させていただいたところでございます。 

  以上です。 

○保健介護課長（芝 達雄君） 

  私のほうからは、質問のありました、４款、１項、３目、予防費のうち、１８節、

医療機関等新型コロナウイルス感染症予防対策強化事業費の補助金の質問に対してお

答えします。 

  ２点質問がありましたが、まず、１点目の医療機関が含まれるかということですが、

医療機関も含まれております。付け加えて言いますと、薬局と薬局歯科医院とかも含

めております。 

  それから、内容についてでありますが、町内の医療機関、または高齢者、障がい福

祉施設等の事業所に対して予防対策に係る経費の補助を予定しております。１施設ご

とに限度額４０万円の支給を予定しております。主な内容としましては、感染症の予

防に対して事業所が行う備品の購入、または自動の手洗いとか、その他感染予防に対

する経費に対して補助を予定しております。 

  あわせて追加で説明をさせていただくと、今の予定では、事業所の箇所数は町内３

０か所を予定しております。 

  それから、関連がありますので、あわせて説明をさせていただきます。その補助金

の上の機械器具費についてですが、これもこの補助金の関連がありまして、今言いま

した３０か所については、民営、それから公的な機関については、補助金を出すこと

ができませんので、感染防止に係る機器の購入を予定しております。 

  以上です。 

○教育課長（谷口浩司君） 

  それでは、今ほどの御質問、まず２０ページ、９款、１項、４目、諸費、１８節の

大学生等生活応援給付金２,３００万円について、対象者について専門学校、短大生

が含まれるのかという御質問に対してですが、含まれます。 

  それと、２１ページの御質問ですが、９款、４項、１目、１８節、生涯学習関係団

体活動補助金７７万６,０００円につきましての事業の内容ということでございます

が、これについては、令和３年の成人式の対象者が成人式をどうしても実施できなか

ったということでございまして、その代替の行事についての補助金でございます。令

和３年成人式の対象者に対してアンケート調査を実施をいたしました。その中で実施

内容、また実行委員会を対象者の中で選抜をさせていただいて、その方々の御意見、

アンケートの調査を基にその内容を検討するという会を８月に組織をいたしておりま
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す。その中で、今後のこの成人式の在り方等々を実施内容を検討していただくように

なっておりまして、実施を１２月に開催する予定と今準備を進めているというところ

でございます。ということで、内容につきましては、実行委員さんに決定をしていた

だくということになりますので、今のところは内容の詳細については、未定でござい

ます。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  末廣議員、よろしいですか。 

○５番（末廣 啓君） 

  今ほど生涯学習の成人式の代替行事の件、内容が決まってないということなんです

が、７７万６,０００円はどういうふうな根拠ではじかれたのかお願いします。 

  それと、もう１点、６款、１項、２目の新型コロナウイルス感染予防対策費補助金、

どういう内容かというのをお聞きしたんですが、医療機関に備品購入される補助金を

出されておりますが、この商工振興費の分も備品とか、手洗い器とかも含まれるのか、

そこを確認させていただいたらと思います。 

  以上です。 

○教育課長（谷口浩司君） 

  今ほどの９款、４項、１目の生涯学習関係団体活動補助金ということで、補助金の

明細についてですが、予算計上上は、どうしても今言いましたように、実行委員さん

の検討によって内容がいろいろ変わるということで、補助金扱いでちょっと計上させ

ていただいておりますが、その積算内容につきましては、食料費については、３２万

円を計上しております。報償費が１０万円、消耗品費１７万２,０００円、印刷製本

費１６万１,０００円、通信運搬費２万３,０００円ということで、合計７７万６,０

００円を計上させていただいております。 

  以上です。 

○企画振興課長（二宮 浩君） 

  大変申し訳ございませんでした。基本的な備品等について御説明させていただいた

らと思います。 

  まず、手洗い場の設置ということで、アルコールディスペンサーの購入、それから

飛沫感染防止関係で仕切り用のアクリル板とか、ビニールカーテン、パーテーション

の購入ですね。接触防止対策といたしまして、手洗い場の自動水洗化、ノータッチデ

ィスペンサー、サーモカメラそういったもの、セルフの自動券売機、そういったもの
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も対象といたしております。あと換気機能の向上対策といたしましては、ＣＯ2セン

サー換気用の窓、換気扇、そういったものも対象としております。 

  対象外のものについては、汎用性があるもの、要は、パソコンであったり、タブレ

ット、ＬＡＮというか、そういったものについては、対象外とさせていただいており

ます。あわせて、空気清浄機とか、加湿器、そういった持ち運び可能な、移動が可能

なものについては、対象外というふうなことでさせていただいとるところでございま

す。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  末廣議員、よろしいですか。 

  そのほか、ありませんか。 

○６番（山本博士君） 

  １８ページの５款、２項、３目、１４節、林道改良工事請負費ということで、先ほ

ど工事が増えたということになっておったんですが、なぜ増えたのか理由をお聞かせ

いただきたいと思います。 

  それと２０ページ、９款、１項、４目、先ほど末廣議員からも質問があったんです

が、１８節の大学生等生活応援給付金、これについて所得の多い方、少ない方に関わ

らず一人、１０万円ということを支給されたのか説明をお願いいたします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  ５款につきましては、農林課長のほうから説明をします。 

  ９款のほうにつきましては、昨年度と同様なんですけども、これは保護者への支給

というよりは、コロナ禍以前について学生さん、また専門学生の方々が東京、大阪の

ほうの都心部、または松山等について、バイト等ができない状況、蔓延防止、または

緊急的な現状がありまして、その部分についてのバイトができなかった部分について

の支援ということでしておりますので、今回所得制限については、昨年同様設けてご

ざいません。 

  以上でございます。 

○農林課長（松本秀治君） 

  １８ページ、５款、２項、３目、１４節、工事請負費の増額ですが、これにつきま

しては国からの内示額の増額がありましたので、その分、工事費のほうを増額させて

いただいたということでございます。 

○議長（芝 照雄君） 
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  山本議員、了承ですか。 

○６番（山本博士君） 

  今の答弁なんですが、ちょっと理解しにくかったんですが、もう一回。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  私のほうでしょうか、それとも農林課長のほう。 

○６番（山本博士君） 

  松本課長。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  農林課長から説明をさせます。 

○農林課長（松本秀治君） 

  工事とかする場合、国庫補助金を受けるわけですが、例えば国庫補助金を受ける場

合、要望を例えば１,０００万していたとしても、後の国の予算の配分上、例えば１,

０００万プラス５００万、内示予算を増やしてもらうということになれば、その分、

工事ができますので、国のほうから割当ての内示をいただいとるので、その分、増額

して工事を増やしたいということでございます。 

○議長（芝 照雄君） 

  了承ですか。 

○６番（山本博士君） 

  了解。 

○議長（芝 照雄君） 

  そのほか、ありませんか。 

○９番（程内 覺君） 

  ２３ページ、１２款、諸支出金の１目で、公社よりのアルコール跡地の購入費用１

億７,９３８万１,０００円、これは残地の今の跡地の何％に当たる部分を取得される

のかお尋ねします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長のほうから答弁をさせます。 

○総務財政課長（高田達也君） 

  令和２年度の決算書のほうをちょっと参考に見ていただいたらと思いますが、決算

書の３７７ページになります。 
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  この３７７ページ、一番下の土地開発基金運用状況というのがあると思います。こ

の欄の土地の中で、近永アルコール工場跡用地２万４,１０７.０４平方メートル、金

額にして１億７,９３９万５４円のこれの分を計上しているので、つまりアルコール

跡地全部ということで御理解いただいたらと思います。 

○議長（芝 照雄君） 

  程内議員、了承ですか。 

○９番（程内 覺君） 

  そうしたら、これは了解しました。 

  そうしたら新設保育園の利用にあたっての土地の面積とかいうものは、まだ決まっ

てないということですか。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長から答弁をさせます。 

○総務財政課長（高田達也君） 

  この跡地につきましては、現在新設保育所については、プロポーザルをして業者の

ほうを決定をしよる段階ですので、全ての用地について決定しとる、保育所の用地に

ついて全て決定しているわけではございませんが、この用地については、全て町の管

財の財産のほうへ繰り越すと、購入するということで計画しております。 

○９番（程内 覺君） 

  了解。 

○議長（芝 照雄君） 

  そのほか、ありませんか。 

○４番（中山定則君） 

  １２ページと１３ページにかかるんですが、２款、１項、５目、財産管理費の１２

節、委託料、電子入札共同システム導入業務委託料１８７万円、入札契約管理システ

ム導入業務委託料８０３万円、１７節の備品購入費、機械器具費の４３万７,０００

円、先ほど説明で、来年の４月からの電子入札に備えての予算というふうに言われま

したが、まずシステム導入業務委託料１８７万円、委託内容、委託先について、それ

と、その８０３万円の入札契約管理システム、これはどういうシステムなのか、内容

と委託予定先。これ、それこそ入札するのか、委託予定先。 

  それと機械器具費については、県のちょっと名称は忘れましたが、入札のところに
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加わるということだと思うんですが、何をどういうものを購入するのに４３万７,０

００円要るのかの説明をお願いします。 

  それと、２２ページ、９款、４項、２目、公民館費の説明であったかもしれないん

ですが、１８節、地域活性振興行事補助金１２０万円、この説明をお願いします。地

域活性振興行事とは、どういう行事なのかの説明を聞き逃したかもしれませんので、

もう一度説明をお願いします。 

  以上です。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  ２款につきましては、総務財政課長、９款につきましては、教育課長から答弁をし

ます。 

○総務財政課長（高田達也君） 

  まず、１２ページ、２款、１項、５目、１２節の委託料、この電子入札共同システ

ムにつきましては、現在愛媛県が運用しております愛媛電子入札共同システムに接続

するための経費ということで、ちょっと業者のほう、私のほうちょっと覚えてないん

ですが、愛媛県が契約している業者と契約をさせていただきたい、このシステムに加

入するための費用ということであります。 

  内容といたしましては、そのシステムを運用するためのマニュアルとか、マスター

の作成、データのセットアップ、作動状況の検証等、愛媛県システムに接続するため

の費用ということで御理解いただきたいと思います。 

  次に、次ページの入札契約管理システムにつきましては、鬼北町の入札管理システ

ムのほうを予定しております。これは愛媛県のシステムには時間制限がございまして、

接続するために短時間で接続しなければいけないという状況が、まず一つございます。

そのために鬼北町側で愛媛県のシステムに加入、接続して登録するためのシステムを

情報を一度こちら側、鬼北町側でシステムを構築して、データを一遍に県のシステム

に入力するということになります。この上りのシステム、また下り、入札が執行され

た後のデータの取得、こういった経費を含めて、ハード面、ソフト面等の経費を計上

させていただいております。 

  機械器具につきましては、専用のパソコン、またプリンター等を予定させていただ

いております。また、入札管理システムにつきましては、業者のほうは、現在確認し

ておりますのは、３社程度、そのシステムを構築できる業者がありますが、これをプ

ロポーザルにより決定をさせていただきたいと考えております。 

  以上です。 
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○教育課長（谷口浩司君） 

  ９款、４項、２目、１８節、地域活性振興行事補助金につきまして御説明をさしあ

げます。 

  まず、地域行事活性補助金の内容につきましては、６月の補正で、各公民館で納涼

大会を実施する際に、納涼大会が中止になった場合、昨年と同様に花火を打ち上げる

ということで補正を計上させていただいておりましたが、このコロナウイルスの感染

症によりまして、どうしても地域で納涼大会が実施できなく、それと、その代替とし

て花火を上げるということを計画しておりましたが、地域の皆さんがどうしてもやれ

ないということがございましたので、その分で、その代わりに、ほかの地域で行事を

できるようにということで、各公民館２０万円、６館ということで１２０万円を計上

させていただいております。 

  その事業につきましては、各地区の公民館、あと地区の区長さん、自治会等々で検

討をしていただいて、いろんな各種の事業ができるような形にするということで、補

助金の交付要項にありますが、地域の連帯感を深め、明るく住みよいまちづくり振興

と住民の共同意識の高揚を図るために創設されております補助金でありますので、そ

のために使うということで、予算計上１２０万円をさせていただいております。 

  以上でございます 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、了承ですか。 

○４番（中山定則君） 

  ９款のほうは、了解しました。 

  最初の２款のほうの説明で、電子入札共同システム導入業務委託料１８７万円。県

のシステムに接続するための初期費用ということであったんですが、来年以降はこの

委託料は発生しないということなのか。それと、入札契約管理システム導入業務委託

料８０３万については、県のシステムに鬼北町側からアクセスというか、接続するに

あたってのシステムということで、３社でのプロポーザルを予定しているということ

であったんですが、これについては、今回のみの計上で終わるのか、引き続き保守と

かが発生するのか、その点。 

  それと、１７節の機械器具費については、金額的にこれはパソコンとプリンターと

いう御説明があったんですが、これはパソコン１台ですか。複数のパソコンではない

んですか。その辺の台数、金額的にパソコンとプリンターで４３万７,０００円なの

で、かなり額的には、この４３万７,０００円のパソコン、プリンターの金額の明細
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をお願いします。 

  以上です。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長から答弁をさせます。 

○総務財政課長（高田達也君） 

  まず、愛媛電子入札システム、愛媛電子入札の共同システムにつきましては、この

システムにつきましては、来年度以降、入札案件１件につき、１万円の負担金という

形で県の共同入札のほうに負担金が必要になります。 

  また、次の共同システムの導入につきましても、システムの保守点検費用が発生す

るものと考えております。 

  また、機械器具費のパソコン、プリンター等ということで、明細をということなん

ですが、プリンターにつきましては、１０万円程度のもの、パソコンにつきましては、

３０万円程度のものを予定をしております。台数につきましては、現在のところ、１

台で、複数でシステムに接続することのないよう、その程度のところを今検討してい

るところでございます。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、了承ですか。 

○４番（中山定則君） 

  入札１件に、電子入札に係る１件について１万円の負担金が必要である。それ以外

は、再度確認するんですが、このシステムの利用にあたっては要らないのかどうか。

それと、８０３万の分は、来年度以降も保守が発生すると言われたんですが、毎年度

の保守の金額の予定額が分かれば教えていただいたらと思います。 

  以上です。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長から答弁をさせます。 

○総務財政課長（高田達也君） 

  まず、県の費用の分ですが、現在のところ、県の共同システムに加入するというと

ころで予定をさせていただいております。当然、県のシステムが更新になる場合がご

ざいますので、この更新等が発生すれば、その都度、その負担金という形で発生する

かと思います。この負担金につきましては、現在のところ、県が半額、残りの半額を

加入市町が市町割をしていると伺っております。今後も鬼北町が加入しましたら、全
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２０市町、加入したことになりますので、同じような考え方で、例えば１,０００万

円の更新費用があれば、県が５００万円、各市町が２０分の１、５００万円を２０分

の１するという形になるのかなと考えております。 

  当然システムですので、その都度、バージョンアップとか必要な費用等は発生する

と考えております。 

  また、次の町のシステムのほう、入札管理システムについての委託料ということで

すが、これにつきましては、プロポーザルを予定しておりますので、そのプロポーザ

ルを徴取する際に、負担金も含めて検討材料、選択材料になるかと思います。経費と

してどれぐらい発生するかということですが、今概算で把握しておりますのは、大体

月２万円程度と把握しているところはそれぐらいなんですが、これにつきましては、

決定した業者との話になりますので、それも含めてプロポーザルの選定材料になるか

と思います。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  そのほか、質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第８０号、令和３年度鬼北町一般会計補正予算（第４号）についてを

採決します。 

  本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８０号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１５、議案第８１号、令和３年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第
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１号）についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１５、議案第８１号、令和３年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正における歳出の主なものといたしましては、人事異動等に伴う人件費の

調整のほか、基金積立金、償還金及び還付加算金について増額補正するとともに、歳

入につきましては、繰越金、諸収入について増額補正するものであります。 

  この結果、歳入歳出それぞれ１,０５６万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を１４億２８７万５,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、町民生活課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○町民生活課長（那須周造君） 

  それでは、議案第８１号、令和３年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）について御説明をいたします。 

  はじめに歳出予算から説明をいたしますので、予算書６ページをご覧ください。 

  １款、１項、１目、一般管理費は、１９２万２,０００円減額するもので、これは

職員の人事異動等に伴う人件費の調整によるものです。 

  次に、３款、１項、１目、一般被保険者医療費給付費分を１６７万８,０００円減

額。３款、２項、１目、一般被保険者後期高齢者支援金等分を５万４,０００円減額。

３款、３項、１目、介護給付費分を１９５万２,０００円増額するもので、これは今

年度の国民健康保険事業交付金納付金が確定したため、補正をするものでございます。 

  次ページ、７款、１項、１目、財政調整基金積立金は、５３０万６,０００円増額

するもので、歳入歳出の決算見込みにより調整をするものでございます。 

  次に、９款、１項、１目、一般被保険者保険税還付金は、１２０万円増額するもの

で、これは国民健康保険税過誤納還付金に対応するためのもので、マイナンバーカー

ド活用の資格確認連携が可能となり、早期に発見、対応が可能となったために増額す

るものでございます。 

  また、同款、同項、３目、償還金は、５７６万円増額するもので、これは前年度国

民健康保険給付費等交付金等の事業費が確定したため、交付超過分を返還するため、

増額したものでございます。 

  続きまして、歳入予算について説明をいたしますので、５ページをご覧ください。 
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  ６款、１項、１目、一般会計繰入金は、２５７万６,０００円減額するもので、職

員給与費等の減額によるものでございます。 

  次に、７款、１項、１目、その他繰越金は、７３１万円増額するもので、前年度繰

越金が確定したことによるものです。 

  次に、８款、３項、６目、雑入は、５８３万円皆増するもので、前年度国民健康保

険給付費等交付金、令和３年３月に概算で支払った診療報酬額等と実績として確定し

た額を相殺した結果、剰余金が発生したため、愛媛県国民健康保険団体連合会から返

還をされるものでございます。 

  続きまして、給与費明細について説明をいたしますので、８ページをご覧ください。 

  一般職総括表、比較欄をご覧ください。 

  給料５４万２,０００円。職員手当１０１万８,０００円、共済費３５万９,０００

円それぞれ減額とするもので、人事異動等によるものです。 

  なお、その内訳につきましては、お目通しください。 

  次に、１１ページ、給料及び職員手当の増減額の明細につきまして、一般会計に準

じて作成をいたしておりますので、説明を省略させていただきます。 

  以上で説明を終わります。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第８１号、令和３年度鬼北町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 
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○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８１号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１６、議案第８２号、令和３年度鬼北町病院事業会計補正予算（第２号）に

ついてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１６、議案第８２号、令和３年度鬼北町病院事業会計補正予算（第２号）に

ついて、提案理由の説明をいたします。 

  収益的支出においては、医業外費用を計上するものであります。また、資本的支出

において固定資産購入費を増額補正するとともに、資本的収入において企業債、補助

金を増額補正するものであります。 

  この結果、収益的支出を４万８,０００円増額し、収益的支出総額を９億８,１２６

万９,０００円とするものであります。 

  また、資本的支出を１,４８５万円増額し、資本的支出総額を９,３５８万１,００

０円とするとともに、資本的収入を１,３７２万円増額し、資本的収入総額を８,５４

８万１,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、保健介護課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○保健介護課長（芝 達雄君） 

  それでは、議案第８２号、令和３年度鬼北町病院事業会計補正予算（第２号）につ

いて説明いたします。 

  補正予算説明書に基づき説明いたしますので、５ページをお開きください。 

  収益的支出について説明いたします。 

  １款、２項、１目、支払利息及び企業債取扱諸費について、４万８,０００円を増

額し、補正後の額を５２６万９,０００円とするものであります。補正の理由は、企

業債の償還金利息を追加補正したことによるものです。 

  次に、６ページに移りまして、資本的収入及び支出のうち、はじめに中ほどにあり

ます支出から説明いたします。 

  １款、２項、１目、固定資産購入費について１,４８５万円を増額し、７,０２８万

１,０００円とするものであります。補正の主な理由は、購入後の経年劣化による故
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障、部品等の製造中止等により、修繕不能のため、病院運営に支障が生じるおそれが

あることから、医療機器、洗浄機器、心電計、食器洗浄器、予備電源用蓄電池を更新

するための経費を計上したことによるものです。 

  次に、収入について説明いたします。 

  １款、１項、１目、企業債について。支出の１款、２項、１目、固定資産購入費の

うち、施設機器の購入に係る医療設備整備事業債として、病院債と過疎対策事業債の

借入れ予定額を計上しております。 

  同款、３項、１目、補助金について、支出の１款、２項、１目、固定資産購入費の

うち、医療機器、洗浄器、心電計の購入に係る県補助金の予定額を計上しております。 

  続きまして、７ページをお開きください。 

  キャッシュ・フロー計算書につきましては、補正予算に伴う現金の流れについて算

定しておりますので、お目通しをお願いいたします。 

  次に、１ページをお開きください。 

  第２条及び第３条でありますが、今ほど説明いたしました内容で、令和３年度鬼北

町病院事業会計予算の第３条及び第４条に定めた収益的支出及び資本的収入及び支出

の予定額をそれぞれ補正するものであります。 

  次に、２ページに移りまして、第４条でありますが、企業債について事業費の補正

に伴い限度額を改めるものであります。起債の方法、利率及び償還の方法については、

補正前に同じです。 

  次に、５条でありますが、医療機器整備に係る重要な資産の取得に係る財産を事業

の追加により改めるものであります。 

  ３ページ及び４ページの補正予算実施計画については、割愛をさせていただきます。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第８２号、令和３年度鬼北町病院事業会計補正予算（第２号）につい

てを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８２号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１７、同意第５号、鬼北町農業委員会委員の任命についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１７、同意第５号、鬼北町農業委員会委員の任命について、提案理由の説明

をいたします。 

  鬼北町農業委員会委員に欠員が生じたので、後任の委員を任命したいので、農業委

員会等に関する法律第８条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

  任命したい委員は、住所、鬼北町大字近永５９５番地３。フェアリールージュ１号

室。氏名、赤松拓也。生年月日、昭和５３年１０月１４日であります。 

  御審議の上、御同意いただきますようよろしくお願いいたします。 

  大変失礼いたしました。生年月日、１０月１８日であります。 

○議長（芝 照雄君） 

  これから日程第１７、同意第５号の質疑・討論を一括して行います。 

  質疑・討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  質疑・討論なしと認めます。 

  これから同意第５号、鬼北町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  赤松拓也君に同意することに賛成の方は、御起立願います。 

（起 立 全 員） 
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○議長（芝 照雄君） 

  起立全員です。 

  したがって、赤松拓也君に同意することに決定しました。 

  お諮りします。 

  本日の会議は、議事の都合により、これで延会し、１８日から２１日までの４日間

は休会にしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、本日はこれで延会し、１８日から２１日までの４日間は休会すること

に決定しました。 

  なお、９月２２日は、定刻に会議を開きます。 

  本日は、これをもって延会します。 

○副議長（赤松俊二君） 

  起立。 

  礼。 

 

（午前１１時３５分 閉会） 
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  地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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